
非常用解除孔 

建て付け調整は必ず手まわしドライバーを使用してください。 
電動ドライバーを使用した場合は、ねじ頭が壊れるおそれがあります。 

玄関収納 ウッデリア 

棚受けの取り付け 

収納ユニット 

耐震ロックの調整 
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扉の調整をした後は、必ず耐震ロック（受け部）の調
整を行なってください。 
（扉側の受け部品は、上下に±1mmの調整が可能です） 
※ロック本体と受け部が離れすぎると耐震ロックがう
まく作動せず、人身事故や物損事故につながるおそ
れがあります。 

棚受けは確実に奥まで差し込んでください。 
差し込みが不十分な場合、棚板および収納物が落下するおそれがあります。 

耐震ロックの解除方法 

扉を閉めればシャフトは上へ戻り、ロックは解除されます。 
※扉の耐震ロック位置を押し込むようにしてください。 
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最大に開いた状態 
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ロックが掛かっても、扉は24mm程度開いて
止まります。その間から、太さ1～2mmの針金
などでL字に曲げたもの（長辺15cm以上）を
作り、扉のすき間からロック受け下面の非常用
解除孔にL字型棒先端を差し込み、シャフトを
押し上げて解除してください。 

■それでもロックが解除できないとき 


